平成２８年第８回定例会会議録要旨
◆開催日時　　平成２８年８月３１日（水）　　　午後３時００分開会　
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　　　Ｃ会議室
◆出席委員　　木下正明　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　瀬尾孝徳　渡辺勝広　松岡徳　馬乗園寛子　　
◆議　　案　　議題第２３号　平成２７年度国富町教育委員会の教育に関する事務の
管理及び執行の状況の点検及び評価等について
議案第２４号　平成２８年度準要保護児童生徒の追加認定について
◆教育長報告要旨（８月１日～８月３１日行事実績）
○８月１日（月）町内小中学校登校日、教育講演会
上田脳神経外科の上田孝先生に「脳と心の健康法」という演題で、町内小中学校の教
職員の先生に対して、多忙感やストレスを抱えている先生方に脳科学の観点からストレスの解消法についてアドバイスをしていただいた。
○８月３日（水）～９日（火）夏休み補習教室
改善センターと向陽集会室の２か所で５日間開催した。初めての試みだったが、小学
５・６年生と中学１年生を対象に延べ３８０名が参加し、ボランティア指導者には３０名来ていただいた。子どもたちからは「夏休みの課題が早く終わった」「わからないことがわかるようになった」「来てよかった」との喜びの声が、指導者の方々からは「子どもたちに教えることで自分も元気が出た」「役に立ててうれしかった」等の声があった。
また、全ての学校の先生が激励に駆けつけてくださった。自分の学校の先生が見に来て励ましてくれると、子どもたちのやる気も出るようだ。教育委員会主催ではあったが、学校との連携が本当に大事だと感じた。
○８月４日（木）中学生サマーサミット
　中学校３校の生徒会役員が集まり、SNSなどのネット通信について、自分たちで使い
方や対策を考え、決まりを作った。また、あいさつ運動で町を元気にしようというテー
マでは、国富町をあいさつの響く元気な町にするために生徒会としてどんな活動に取り
組むかを一生懸命話し合っていた。
○８月４日（木）子育て講演会
　船ヶ山清史さんに「食卓が子どもの心と体を育む」という演題で講演をしていただい
た。町内小中学校と高校の保護者に対し、子どもの成長のために必要な食について考え
てもらう内容だった。とてもためになった、と保護者の方々には好評だった。
○８月２０日（土）第４３回子育連じゃぶんこキャンプ
　町内の児童約６０名に指導者、保護者、高校生等を加えて９０名ほど参加し、飯盒炊
さんやキャンプファイヤーなどの自然体験を行った。

　　　　
◆会議録要旨
◇議題第２３号　平成２７年度国富町教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行
の状況の点検及び評価等について
（平成２７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等報告書を読み上げ報告する）
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項により、定例教育委員会承
認後、９月議会に提出し議会に報告する。
今回も教育委員会会議の傍聴者の状況は、傍聴者がゼロということでＢになっている
が、今後の手立てとして、移動教育委員会等具体的に考えていくのもよいのではないか。（教育委員会が信頼されていると解釈することもできるのではという意見あり）
【原案のとおり承認】
◇議案第２４号　平成２８年度準要保護児童生徒の追加認定について

【個人情報保護法定により非公開】
◆その他
◇各課長が９月行事について説明する。
◇「市町村教育委員と県教育委員との意見交換会」と「平成２８年度宮崎県市町村教育委員会連合会研修会」について
【資料をもとに日程・内容等を説明。後日出欠確認】
◇教育長研修会報告
学力向上についての発表に対し、国富町はまず学校が中心であるという言い方をして
いるところに特色がある、という発言があった。やはり、学力向上は日々の授業を実施している学校が頑張らねばならないと思うので、管理職のリーダーシップ、つまり校長会のまとまりと、学校での授業改善を先生方みんなが一生懸命やっているということを最初に持っていった。
　また、教育委員の先進地視察や大型モニターについて話したところ、他市町村の教育
長よりなぜそんなに予算を組んでもらえるのかという質問があった。それに対しては、
総合教育会議などで町長に説明し理解を求めているということもあるが、国富町では教
育委員長が町長に対して直接話していただけるという部分が大きいと答えた。どの市町
村でも予算がなかなかつかないという悩みがあるようだった。
また、人事異動についても、いい先生に来ていただくために頑張るというのも大事な仕事ではないかと思う。
　学力向上面では、２８年度全国学力学習状況調査の結果が届き、現在分析中であり、
依然として厳しい状況という言い方は変わりないが、徐々に向上してきていると先生自
身が感じることでやる気が出てきているとまとめた。
◇小中学校の始業式・入学式等について
来年度は４月１日が土曜日、２日が日曜日である。そうなると、新年度、学校に先生
方が集まり初めて顔を合わせて受け持ちなどが決まるのが３日になる。その翌々日の５日が始業式では、十分な準備ができず日程的に厳しいとの意見が校長会から出された。始業式を６日にしても、減った教育課程日数の１日をどこで増やすかという問題がある。いずれにしても、変更するとなれば学校管理運営規則の見直しも必要。今ここで結論を急ぐ必要はないが、今後見直しも含め検討していく可能性がある。
　（閉会午後４時２５分）
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